
春が近づき、花粉が飛び始めるシーズンになり、花粉症の
方にはつらい時期になりました。日々のセルフケアと早めの
治療で、花粉症を乗り切りましょう。 
ファミリー健康相談では、受診の必要性、普段の日常生活

での対応方法など、少しでも安楽にこの時期を乗り切れるよ
う、24時間年中無休でアドバイスしております。ぜひご利用
ください。 

 
 
 
   
 
 
 

 
 

 
 
Ｑ︓ 10分位前、急に胸に痛みを感じ、安静にしていたら 5分程で治まった。初めてのことでびっくりしたが、受

診した方がよいか。 
Ａ︓ 何の前触れもなく突然胸痛が起こり、数分で治まる場合、狭心症発作であった可能性があります。狭心症

は、心臓の表面にある冠動脈(心臓に血液を送るための血管)が狭くなることで胸痛などの症状が生じます。 
原因としては、高血圧・糖尿病・血中コレステロールの増加・喫煙・加齢などによる動脈硬化や、冠動脈の

けいれんが考えられます。心筋梗塞に移行し命に関わる場合もあるため、早い段階で適切な治療を行うことが
大切です。 
狭心症発作は突然起こり、数十秒から数分続きます。ほとんどの場合、ここが痛いと指で示せず、息が詰ま

る・胸が締めつけられる・胸が圧迫される・息苦しいなど、胸全体に痛みを感じます。また放散痛といって、みぞ
おち（胃）や肩・腕・首・のど・あご・歯などに痛みを感じることもあり、注意が必要です。現在は治まっていると
のことですが、繰り返したり、胸に違和感を感じる際は早急に受診してください。 
また、激しい胸痛が 20分以上続く場合は、心筋梗塞の可能性も考え、救急車を要請してください。 
 

 ヘルスアドバイザーから、今月のひとこと！ 

ご自身やご家族の健康で気になることがありましたら、ぜひファミリー健康相談をご活用ください！
専用電話番号は健康保険組合の「お知らせ」をごらんください。 

通常のやけどはいきなり高温にさらされるため、強い痛みを感じます。一方、低温やけどの場合には、
ゆっくりとした侵襲となるため、熱さや痛みを感じにくく、湯たんぽやカイロ、電気カーペット、電気アンカな
どの暖房器具で、触って気持ちいいと感じる低温の熱源に長時間接触することにより、じわじわと気が
付かないうちに表皮から深い皮下組織にまで影響を及ぼし、重症化しやすいのが特徴です。 
身体に不自由のある方、高齢者や乳幼児は、器具に長時間触れていても気付かない場合がある

ので、家族の方が位置や継続時間に注意してください。また使用時には、暖房器具をバスタオルに包
むなど肌に直接当てないように配慮し、使用は就寝前までとし、睡眠中はどうしても確認不足になりが
ちのため、外すか電源を切るのが望ましいです。 
痛みや赤みに気がついたら、直ぐに流水で20分くらい冷やし、水ぶくれがあれば、破らないように気を

付けてください。氷や保冷剤で冷やし過ぎると、皮膚の薄い高齢者や乳幼児は、凍傷になることがある
ので注意が必要です。 
また、ノートパソコンに内蔵されているバッテリーが高熱なのは、意外に知られていません。太ももに置

いた状態で同じ体勢で作業をしていると、血流が悪くなって皮膚感覚も鈍り、低温やけどを起こす恐れ
があります。きっかけに心当たりがあり、皮膚に赤みや違和感を感じた際には、早めに皮膚科を受診す
るようにしてください。 
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